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衆
議
院
議
員
初
鹿
明
博
君
提
出
五
四
半
期
ぶ
り
に
国
内
総
生
産
の
実
質
成
長
率
が
マ
イ
ナ
ス
に
な
っ
た
こ
と
を
受
け
た
経
済

見
通
し
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
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１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
初
鹿
明
博
君
提
出
五
四
半
期
ぶ
り
に
国
内
総
生
産
の
実
質
成
長
率
が
マ
イ
ナ
ス
に
な
っ
た
こ
と
を
受
け
た

経
済
見
通
し
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

 
 

「
二
○
一
九
年
十
～
十
二
月
期
四
半
期
別
Ｇ
Ｄ
Ｐ
速
報
（
一
次
速
報
値
）
」
（
令
和
二
年
二
月
十
七
日
内
閣
府
公
表
）
に

よ
れ
ば
、
令
和
元
年
十
―
十
二
月
期
の
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
（
季
節
調
整
済
前
期
比
）
は
マ
イ
ナ
ス
一
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
と

な
っ
た
が
、
こ
の
背
景
に
は
、
消
費
税
率
引
上
げ
に
伴
う
一
定
程
度
の
駆
け
込
み
需
要
の
反
動
減
の
ほ
か
に
、
海
外
経
済
の

減
速
、
令
和
元
年
東
日
本
台
風
や
暖
冬
の
影
響
等
、
様
々
な
要
因
が
存
在
す
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。 

二
に
つ
い
て 

 
 

我
が
国
の
景
気
の
先
行
き
に
つ
い
て
は
、
当
面
、
弱
さ
が
残
る
も
の
の
、
雇
用
・
所
得
環
境
の
改
善
が
続
く
中
で
、
各
種

政
策
の
効
果
も
あ
っ
て
、
緩
や
か
な
回
復
が
続
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
内
外
経
済
に

与
え
る
影
響
に
十
分
注
意
す
る
必
要
が
あ
り
、
ま
た
、
通
商
問
題
を
め
ぐ
る
動
向
等
の
海
外
経
済
の
動
向
や
金
融
資
本
市
場

の
変
動
の
影
響
に
も
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。 

三
に
つ
い
て 



 

２ 

 

 
 

第
二
百
一
回
国
会
に
お
け
る
財
務
大
臣
の
財
政
演
説
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
月
例
経
済
報
告
等
で
示
さ
れ
て
い
る
政
府
と

し
て
の
我
が
国
経
済
の
現
状
認
識
及
び
先
行
き
に
関
す
る
認
識
と
整
合
的
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 

四
に
つ
い
て 

 
 

政
府
と
し
て
は
、
本
年
二
月
二
十
日
に
公
表
し
た
月
例
経
済
報
告
に
お
い
て
、
「
景
気
は
、
輸
出
が
弱
含
む
な
か
で
、
製

造
業
を
中
心
に
弱
さ
が
一
段
と
増
し
た
状
態
が
続
い
て
い
る
も
の
の
、
緩
や
か
に
回
復
し
て
い
る
」
と
の
現
状
認
識
と
と
も

に
、
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
内
外
経
済
に
与
え
る
影
響
に
十
分
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
の
先
行
き
に
関
す

る
認
識
を
お
示
し
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 


